








































































































































































































































































































































































































































1601014 鏑 木 雄 登 障害者差別解消に向けた福祉教育プログラムの啓発方法を考える　 ～学生への意識調査とワークショップを通して～
1601031 下山田　裕　香 地域子育て支援の現状と課題　～地域比較からのランキングと考察～
1601039 塚 越 里 菜 ソーシャルワーカーに必要な利用者支援の視点を考察する　 ～スーパービジョンを通して～
1601059 星 野　　 勇 貧困の世代間連鎖　～官民一体による支援の重要性を考察する～




1301475 佐 藤 浩 輝 児童養護施設に暮らす子どもたちの自立支援に関する研究
1601043 鳥 畑 美 穂 豊島区イクメンプロジェクト
1601048 西 山 杏 美 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮
1601200 関　　 祐 輝 父親の育児参加を促すための親子健康手帳の必要性について考える
1601247 神 山　　 泉 若者の居場所を考える　～若者の居場所についての事例研究を通して～
1701001 石 井 裕 希 大規模震災（地震）における災害時要援護者の避難方法の現状と課題
1701002 植 村 海 光 老人クラブ支援プロジェクト
1701003 大 沢 汐 里 社会的養護におけるアフターケアの現状と課題　 ～先行研究とNPO法人「日向ぼっこ」への聞き取り調査からの考察～
1701005 大 谷 風 歌 知的障害者の就労継続におけるフォローアップ　 ～ぬくぬくサタデーの取り組みから考える～
1701006 大 橋 佑 公 児童養護施設入所児童の現状と養育者のあり方について考える　 ―新型コロナウイルス感染症における養育の課題を通して―
1701007 岡 﨑 真 子 知的障害者の就労継続におけるフォローアップ　 ～ぬくぬくサタデーの取り組みから考える～
1701008 奥　山　みなみ 大規模震災（地震）における災害時要援護者の避難方法の現状と課題
1701009 小野寺　咲　和 日本人大学生と中国人留学生の意識調査から子育て環境を考える　 ―結婚観、性別役割分業観、子育て観に焦点を当てて―
1701011 菊 入 京 香 健康長寿まちづくりinすがもプロジェクト
1701012 清 川 紗 貴 障害当事者家族への支援について考える　 ～北区失語症友の会参加者へのアンケート調査から～
1701013 久 保 翔 也 野宿者にとっての本来の支援とは何か
1701015 椎 名 玲 奈 若者の貧困問題の現状と課題　～それぞれの生活スタイルから考察して～
1701016 島 田 美 名 当事者視点の研究から考える共生社会の在り方　～認知症家族とLGBTへの支援から～
1701017 鈴 木 も も 健康長寿まちづくりinすがもプロジェクト
1701018 小 澤 優 斗 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮
1701019 善 場 瑛 理 日本人大学生と中国人留学生の意識調査から子育て環境を考える　 ―結婚観、性別役割分業観、子育て観に焦点を当てて―
1701020 染 谷 桃 香 児童養護施設入所児童の現状と養育者のあり方について考える　 ―新型コロナウイルス感染症における養育の課題を通して―
1701021 髙 橋 朋 花 精神障害者の地域移行支援と地域定着支援の阻害要因・促進要因に関する研究　 ～精神保健福祉士に求められる役割～
1701022 田 中 真 子 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮




1701025 中　田　実彩貴 児童虐待防止対策の課題を考える　～ 4 つの視点とインタビュー調査から～
1701026 仲　村　夏菜帆 患者の自己決定支援について　～MSWの役割と支援方法～
1701027 楢 山 千 夏 患者の自己決定支援について　～MSWの役割と支援方法～
1701028 野 原 彩 菜 子どもの貧困の実態と生活環境の研究　～就学前支援とスクールソーシャルワーカー～
1701029 日　野　羽菜江 精神障害者の地域移行支援と地域定着支援の阻害要因・促進要因に関する研究　 ～精神保健福祉士に求められる役割～
1701030 平 岡 梨 菜 養育態度が子どもに与える影響から子育て支援のあり方を考える　 ―学生と保護者へのアンケート調査から―
1701031 古 谷 優 佳 障害当事者家族への支援について考える　 ～北区失語症友の会参加者へのアンケート調査から～
1701032 松 井 潤 也 次世代が求める子育て支援とは　 ～大学生等の結婚・出産・子育てに関する意識調査からの提言～
1701033 水 村 仁 美 精神障害者の地域移行支援と地域定着支援の阻害要因・促進要因に関する研究　 ～精神保健福祉士に求められる役割～
1701035 山 中 大 河 老人クラブ支援プロジェクト
1701036 横 山 紗 映 養育態度が子どもに与える影響から子育て支援のあり方を考える　 ―学生と保護者へのアンケート調査から―
1701037 吉 野 龍 二 野宿者にとっての本来の支援とは何か
1701102 㑹 田 郁 朗 野宿者にとっての本来の支援とは何か
1701103 秋 山 瑞 貴 社会的養護におけるアフターケアの現状と課題　 ～先行研究とNPO法人「日向ぼっこ」への聞き取り調査からの考察～
1701105 池 田 雄 飛 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮
1701106 石 井　　 諒 アセスメントを活かした個別支援計画立案の意義を考える　 ～八王子平和の家における計画作成の実際を通して～
1701108 今 村 未 花 児童虐待防止対策の課題を考える　～ 4 つの視点とインタビュー調査から～
1701109 植 田　　 遥 これからの日本で生きていくために　～性に縛られないで生きる～
1701110 上 田 真 優 これからの日本で生きていくために　～性に縛られないで生きる～
1701111 大 崎 妃 月 児童虐待防止対策の課題を考える　～ 4 つの視点とインタビュー調査から～
1701112 小 川 采 乃 大規模震災（地震）における災害時要援護者の避難方法の現状と課題
1701113 沖 野 初 美 アセスメントを活かした個別支援計画立案の意義を考える　 ～八王子平和の家における計画作成の実際を通して～
1701115 奥 田 洸 輝 千川上水公園再生プロジェクト
1701116 織　田　奈菜子 学生出前定期便プロジェクト
1701117 開 田 美 穂 知的障害者の就労継続におけるフォローアップ　 ～ぬくぬくサタデーの取り組みから考える～
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1701119 金 谷 翔 太 民生委員活動100年の歴史を未来につなぐ　～コロナ禍における学生視点からの考察～
1701120 鹿 野　　 茜 児童虐待防止対策の課題を考える　～ 4 つの視点とインタビュー調査から～
1701123 近 藤 智 美 若者の貧困問題の現状と課題　～それぞれの生活スタイルから考察して～
1701124 紺 野 大 地 学生出前定期便プロジェクト
1701125 五 頭 拓 磨 千川上水公園再生プロジェクト
1701126 斎 藤 彩 乃 認知症高齢者の家族介護者の支援を考える　―家族介護者の事例分析から―
1701127 齋　藤　花乃子 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮
1701128 佐 賀 壮 真 学生出前定期便プロジェクト
1701129 佐 川 龍 哉 児童養護施設入所児童の現状と養育者のあり方について考える　 ―新型コロナウイルス感染症における養育の課題を通して―
1701131 佐 藤 和 也 社会的養護におけるアフターケアの現状と課題　 ～先行研究とNPO法人「日向ぼっこ」への聞き取り調査からの考察～
1701135 園 田 陽 平 学生出前定期便プロジェクト
1701136 高 橋 優 哉 次世代が求める子育て支援とは　 ～大学生等の結婚・出産・子育てに関する意識調査からの提言～
1701137 都 築　　 和 当事者視点の研究から考える共生社会の在り方　～認知症家族とLGBTへの支援から～
1701138 遠 峰 里 歩 認知症高齢者の家族介護者の支援を考える　―家族介護者の事例分析から―
1701139 飛　田　健太郎 千川上水公園再生プロジェクト
1701140 中 根　　 唯 千川上水公園再生プロジェクト
1701141 筧　　 涼 花 障害当事者家族への支援について考える　 ～北区失語症友の会参加者へのアンケート調査から～
1701144 橋 本 真 憲 民生委員活動100年の歴史を未来につなぐ　～コロナ禍における学生視点からの考察～
1701145 畑 中 結 希 次世代が求める子育て支援とは　 ～大学生等の結婚・出産・子育てに関する意識調査からの提言～
1701146 平 野　　 恵 子どもの貧困の実態と生活環境の研究　～就学前支援とスクールソーシャルワーカー～
1701147 平 山 恒 樹 豊島区イクメンプロジェクト
1701149 前 田 奈 美 若者の貧困問題の現状と課題　～それぞれの生活スタイルから考察して～
1701150 増 田 彩 香 老人クラブ支援プロジェクト
1701152 森　　 文 乃 児童養護施設入所児童の現状と養育者のあり方について考える　 ―新型コロナウイルス感染症における養育の課題を通して―




1701155 山 内 結 香 認知症高齢者の家族介護者の支援を考える　―家族介護者の事例分析から―
1701157 山 本 真 子 幸福度が上がる 1 番の場所、東京ディズニーリゾートにおける障害者に対する 環境的配慮
1701158 吉 田 軍 司 社会的養護におけるアフターケアの現状と課題　 ～先行研究とNPO法人「日向ぼっこ」への聞き取り調査からの考察～
1701160 渡 辺 達 也 アセスメントを活かした個別支援計画立案の意義を考える　 ～八王子平和の家における計画作成の実際を通して～
1701237 猪 狩 悠 華 障害当事者家族への支援について考える　 ～北区失語症友の会参加者へのアンケート調査から～




1701249 増 茂 春 香 若者の貧困問題の現状と課題　～それぞれの生活スタイルから考察して～
1701251 小　池　かすみ 精神障害者の地域移行支援と地域定着支援の阻害要因・促進要因に関する研究　 ～精神保健福祉士に求められる役割～
1701252 山 本 颯 人 次世代が求める子育て支援とは　 ～大学生等の結婚・出産・子育てに関する意識調査からの提言～
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　　　　　　　 1 ．本会の会計年度は、 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月31日に終わる。




附　則　本会則は平成22年 2 月 7 日から施行する。
附　則　本会則は平成29年 2 月15日から施行する。
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今号は、長年大正大学社会福祉学会の副会長として、学会及び学科、大学院に大きな貢献をしていただいた髙橋
一弘教授の最終講義の記念号です。髙橋先生の大正大学に向けての思いが詰まった論文は、今後の子ども家庭福祉
について、地域を基盤にしたソーシャルワーク教育への示唆をいただいた力作です。大正学派として、しっかり
ソーシャルワーク教育に反映させていく所存です。寄稿論文では、髙橋先生とともに研究を重ねられた先生方に論
文及び、実践報告を寄稿していただき研究と実践との循環が詰まった記念号になっています。
今年度は、社会福祉士と精神保健福祉士の新カリキュラムにより、本学の社会福祉教育のあり方を検討する新カ
リキュラム検討委員会として、髙橋先生には大きな尽力をいただきました。教務主任及び学科長の経験をもとに、
新しいカリキュラムへの示唆をいつもいただきました。これまでのカリキュラム改正の折には、髙橋先生のご尽力
が我が社会福祉学科には、欠かせない人材でありました。これまでの高橋先生の尽力を継承できるようにしたいと
思います。
また、今年度はコロナ禍で社会福祉士及び精神保健福祉士等の資格実習もオンラインを用いた学内実習となり新
しい取り組みが求められました。そこには、当学会の支援をいただき、実践現場で活躍されている卒業生に講師を
していただくことで、学生たちは充実した学修ができました。一方、現場実践者は日頃の実践を見える化してわか
りやすく伝えるというスキルが向上されたのではないかと思います。まさしく実践と教育の循環が展開していく機
会となったと思います。
コロナ禍によって、新たな社会福祉教育の方向性を模索せざるを得なかったのですが、それによって、より効果
的な実習教育や社会福祉教育とはどのようにすればよいのかを考える機会になったと思います。今年度の実習教育
の試みは、ICT活用への示唆を多く与えたのではないかと考えます。さらに、大正大学の多くの卒業生たちのネッ
トワークと実践が改めて大正大学の社会福祉教育を支えていることを実感させられました。学生たちは、卒業生の
方々の様々な領域で活躍するキャリアモデルを身近に接することにより、自身のキャリアイメージを持つことに大
きく寄与したのではないかと思います。これは、オンラインだからこそ、全国の多くの卒業生に出会い、実践を学
ぶ機会が作れたと思います。今年度の卒業生とともに創り合った教材は、今後の社会福祉教育の財産にもなると思
います。 （坂本智代枝）
髙橋一弘先生の退任記念号に編集事務として関わらせていただき、光栄に存じます。いつも穏やかで丁寧な仕事
をされる髙橋先生は私の目標です。
ご投稿いただきました皆様、そして白峰社の安達様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
 （赤坂真樹）
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  新保　祐光
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